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人は皆に美しき種子あり明日何が咲くか 
（安積得也） 

 

 はきだめに／えんどう豆咲き／泥池から／蓮の花が育つ／人皆に美しき種子あり／明

日何が咲くか 

 この詩は安積得也という詩人の「明日」という作品です。詩人です

が、安積さんはさまざまな立場を経験した人です。官僚や県知事、社

会評論家、大学の先生と、多方面で活躍をしてきました。また、明治

に生まれ、大正、昭和、平成と激動の時代を生き抜いた人です。その

ような人生から生まれた詩が「明日」です。 

 この詩には何かの本を読んでいるうちに出会いました。そして作者

のプロフィールなども調べてみました。 

とくに「人皆に美しき種子あり／明日何が咲くか」の一節に心が動きました。頭の中

でこの部分を繰り返し読んでみました。読んでいくうちに何となく心に残っていきまし

た。「人皆に美しき種子あり／明日何が咲くか」。 

ことが上手く進んでいない時や挫折しかかったときなどに思い出すと何となく救われ

る気がしました。なぜなら、目標に向かって進みながら、その目標と大きな隔たりがあ

る時に、自分にも可能性を感じさせる詩だと思ったからです。そして自分を信じること

の大切さや勇気をこの詩を通じて学んだ気がしました。 

 自分ができないこと、苦手なことばかりを多くあげてもしょうが

無い。それでは自分はくたびれてしまう。そうではなく、きっと自

分にも光ることが必ずある。他の人のことも、悪いことばかりに目

を向けるのではなく、その人の良いところに目を向ける。そうする

ことでその人の良さが見えてくる。そんな気がしました。人の見方

をこのようにいろいろ変えてみると自然にその人の良さが見えてきて人との関係もスム

ーズに行く。そんな気がしてきました。 

 皆さんは自分の良さや可能性について考えたことがありますか。勉強ができない、人

前で上手く話せない、スポーツが苦手などと思い悩んだこともあると思います。何でも

できる人を羨ましく思うこともあると思います。 

しかし、自分をよく見つめてください。自分にしかない良さが必ずあります。人は皆

そのように生まれてきています。自分の良さを認めないで、誰が認めてくれるというの

ですか。今日から自分の奥底に潜んでいる良さや可能性を信じてみ

ましょう。同時に人の良さにも目を向けてみましょう。そうするこ

とで自分も豊かになり、より良い人間関係が築けると思います。 

 安積さんは「明日何が咲くか」とも言っています。一人一人の良

さや可能性の花は、一つとして同じ形や色のものはなく、花開く時

期も異なります。しかし、必ず咲くのです。自分を信じて開花する

日を楽しみにしてください。私自身も皆さんがどのような花を咲かせるのか楽しみにし

ています。 

   令和４年度１２月号 

      ＮＯ．８ 

練馬区立貫井中学校 学校だより 
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「今、卒業生は」 
令和三年度卒業生  

貫井中学校の皆さん、こんにちは！令和三年度卒業生です。私が進路

選択にあたり、悩んだことや考えたことなどこれを通じて皆さんが少し

身近に感じてくれると嬉しいです。私は中学校三年間吹奏楽部に所属し

ていました。吹奏楽部は文化部の中でも運動部といわれるような部活で

活動日も多いほうでした。特に中学三年生の時には塾に通ったり、模試

を受けなければいけなかったり、部活と勉強の両立が難しかったです。 

そこで、一つアドバイスをすると、毎日少しずつでもいいのでその日に授業で習った

内容を復習したほうが良いと思います。実際、私は勉強が得意という訳ではなかったの

で、一・二年生で習った内容を再び三年生で覚え直すのは簡単ではありませんでした。

なので、後々、苦労をしないためにも少しずつするのをオススメします！その分三年生

で受験期が少し楽に感じると思います。自分自身、ゲームの誘惑に負けそうになったと

きは正直あります。ですが、ギリギリになって「もっと勉強すれば良かった」と後悔す

るかもしれません。進路が決まれば卒業するまでたくさん時間はあります。私はその期

間に、やりたくてもできなかったゲームをしたり、友達と遊んだりしました。我慢した

分だけ達成感も味わえます！ 

今私は高校でも吹奏楽部に入っていて、とても充実したＪＫ生活を送っています。脅

しにはなりますが、もちろん勉強は中学校の比にならない位難しいです。でも文化祭や

合唱コンなど生徒主体で動くことが多くなり、クラスの仲が深まったりすることができ、

今が一番楽しいなと感じています。中学校生活は本当にあっという間です。なので、今

の貫井中生である時間を思いっ切り楽しんで下さいね！頑張れ貫井中生～‼ 

 

令和三年度卒業生  

貫井中学校を卒業して約半年が経ちました。今でも、時折貫井中学校で

の充実した日々を思い起こし、懐かしむことがあります。 

さて、この時期皆さんは、各々の進路決定に向け日々勉強に励んでいる

ことと思います。進学を希望している人は、夏休みも明け、気を引きしめ

て授業に臨んでいるでしょう。しかし、まだ自分が進学するという未来が

見えず勉強に身の入っていない人もいると思います。ですが、安心して下さい。私もこ

の時期はまだ進路決定まで時間があると思い本気で勉強に取り組んでいませんでした。

しかし、第一志望校が決まると、模試などで自分との学力の差がわかり、危機感を持ち

始め真剣に取り組むようになりました。また、不完全燃焼で終わった部活動に対する思

いを勉強に移したということも勉強に本腰を入れることができた理由の一つだと思いま

す。その結果、私は今楽しく高校生活を送っています。高校では、文化祭や球技大会な

ど今まで参加したことのない行事が数多くあります。これらの行事を、クラス一体、学

校一体となって盛り上がり楽しむといった感覚は最高です。もちろん楽しいことばかり

ではなく、課題や小テストなども多く忙しいですがこれらも高校だからこそ味わえる体

験と思うと新鮮です。最後に、私たちそして皆さんは、新型コロナウイルスの影響で様

々な学校行事が無くなりました。今も新型コロナウイルスの影響は無くなってはいませ

んが、コロナ禍前の日常生活が戻りつつあります。新型コロナウイルスを経験した私た

ちは、中学校での思い出の一部を失われましたが、辛い時に耐えて努力する力を身に付

けました。今こそそれを発揮するときです。頑張って勉強しても成績が上がらず悔しい

思いをしている人も、進路選択で悩んでいる人もコロナを乗り越えたなら大丈夫です。

また、夏休みが明けてから進路が決まるまではまだ時間があります。勉強に身が入って

いない人もまだ全然間に合います。最後まで全力で頑張ってください。応援しています。 
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専門委員会活動 １１／１０ 

  

各委員会で生徒総会に向けた意見や要望に対する検討、活動の

反省がされていました。一部を紹介いたします。 

保健委員会で、生徒から石けんをこまめに変えてほしい要望が

出され、委員会では石けんの補充担当を決めたので改善をしま

す。と回答を用意していました。また、月目標として、寒い季節

に向けて体調を管理しようという目標が設定されました。さら

に、１年生では、寒い冬でもしっかりと水分を摂るよう呼びかけ

る。２年生では、しっかり睡眠をとるように呼びかける。３年生では心も喉も潤してく

ださい。と学年の目標が設定されていました。 

生活委員会では、防寒着をまだ着ることができない理由について質問され、生徒総会

に向けて検討されていました。また、学年ごとの目標が検討され、１年生ではパワフル

な体と声で寒さに勝とう。２年生では天候にあった服装を正しく判断しよう。３年生で

は、体調管理し、防寒着を着こなそう、とありました。 

放送委員会では曜日ごとの反省がまとめられ、月曜日、火曜

日はマイクの片付けを忘れたこと、水曜日は朝のマイク出しを

忘れる人がいた。木曜日は、活動に遅れてきた人がいた。金曜

日はマイクのアナウンスボタンを押したまま長時間の空きがで

きてしまった。と反省がまとめられていました。また、生徒総

会に向けた要望に、前期の反省に教室がうるさくて放送が聞こえない意見が議

案書に入っていないとあり、放送を聞いてもらうために呼びかけをすることが

回答として用意されていました。 

いずれの委員会でも具体的な意見や要望が出され、それに対して真摯に向き

合う姿勢や様子が見受けられ自治活動への頼もしさを感じました。 

 

３年生 女子保健体育授業 １１／１４ 

 

 授業ではバスケットボールを行っていました。 

 授業の目標は、ゲーム展開の中で、空いた空間を見つけ攻防

が展開できるようになること。そのためにタブレッ

トを利用して、自分たちのゲームのようすを撮影

し、チームや自己の新たな課題を発見できるように

していました。 

ゲームの前に、班ごとにミーティングを入念に行い、目的を

もってゲーム展開がしっかりとできるように話し合いが行われ

ていました。 

また、タブレットによる撮影はギャラリーから行い、ゲーム

全体の動きがよく見えるように工夫をしていました。 

結果として、空いた空間ができたときに走る人を決めておくなどの役割やポジション決

めを行ったり、ボールに人が集まったりしないようにチームが工夫していたことなどが

授業終了時に、グルーブの学習の振り返りで報告されていまし

た。授業を参観していると、ボールに人が集まりすぎる状況が

減り、ゲームの攻防にメリハリができている印象を強く受けま

した。 
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「人生１００年時代」（１１／２ ３年生社会科公民的分野） 

 

 ３年生の公民的分野の授業にゲストティーチャーをお招きし

て、「人生１００年時代」に必要な備えとは？と題した社会保障

制度等に関連する学習を行いました。講師としてご来校いただい

たのは、公益財団法人、生命保険文化センターの生活情報室の方

です。 

 最初に、日本の１９６０年頃の１００歳を超える人々の人口が

１５３人だったのに比較し、現在では約９０,０００人いることを教えられました。まさ

に人生１００年時代の到来です。 

 授業では、少子高齢化社会で意識すべき事、自助・共助・公助について、預貯金と民

間保険の特徴について学習しました。 

 特に少子高齢化社会が進む中で、社会のリスクを意識しながら生きていくことの必要

性、また、リスクから身を守るためには公的な保障以外に、預貯金や民間保険といった

自助的な方法が必要であること。さらに、社会保障制度の不足する部分を準備する必要

性を学びました。 

生徒たちにとっては遠い将来のことでありながら、現実や実態を間近に学習する大変

良い機会となりました。 

 

ふれあい学習 １１／２２ 

 

 貫井第二保育園の子どもたちを貫井中学校のアリーナに招待

して、保育学習を園児たちとの交流（ふれあい）を通じて実施し

ました。 

 アリーナには４歳から５歳の保育園児たちが来校し、小さなお

客さんたちは中学３年生を前に笑顔を見せながら、パワフルに行

動してくれました。 

最初に４つのグループに分かれ、中学生のリーダーが中心になり、エビカニクス踊り

を皆で踊りました。 

園児たちは喜んで躍動的に一緒に踊ってくれ、そのおかげで、生徒たちは保育学習の

緊張感が直ぐにほぐれていきました。 

エビカニクス踊りの後には、園児たちが得意な勇気１００％を全員で踊り、踊りを通

じて生徒と園児の交流が進み、その後は生徒自らが授業で作成し

たパズル(技術科)やパペット人形(家庭科)を利用した遊びにグル

ープごとに取り組みました。笑顔で、意欲的に接してくれる園児

たちに、中学生もタジタジになりながらも楽しい学習のひととき

を過ごすことができました。 

授業終了後は、生徒全員で手によるアーチをつくって園児たち

を見送りました。小さな子どもたちとのふれあいを通じて、中学生は保育についての体

験を通じて、貴重な学びの機会をもつことができました。 

☆学校ホームページのＵＲＬ（サイト表示するためのアドレス）が変更されます。 
変更前 http://www.nukui-j.nerima-tky.ed.jp/ 

変更後 https://www.nerima-tky.ed.jp/nukui-j/ 

※ http の後に「s」が付きます。 学校名がＵＲＬの最後となります。 

※変更後はスマートフォン以外の携帯電話から閲覧することができなくなります。 


